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みらいを語るふれあい懇談会の目的・位置づけ
見附市では、2025年度（令和７年度）に「第５次見附市総合計画
（後期基本計画）」の見直しを予定しています。
現在、見附市まちづくり総合審議会にて次期計画策定への議論が進め
られており、市民の声と、庁内各部署の参画により全庁体制で取り組
んでいます。
このうち、市民参加の意見反映にあたっては

▶令和６年度に実施した「まちづくり市民アンケート」

▶本報告書にまとめる

の２つを主要な資料として、今後の総合計画づくりへの検討材料とし
て活かしていきます。

「第５次見附市総合計画
後期基本計画」

（令和３年度～令和７年度）
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「みらいを語るれあい懇談会」開催概要

●見附市の将来について、世代・テーマ別に意見を交わ
すことを目的に、ワークショップ形式で開催しました。

●第1～4回は、テーマに応じて対象年齢を設定し、該当
する世代を中心に参加を募って実施しました。現状の満
足度や影響度を確認しながら、「誰が（個人、地域・企
業、行政）」、「どのように未来を作るか」について対
話を行いました。

●第5回は市民1,000人を無作為抽出し、幅広い世代の方
へ参加を呼びかけました。これまでの意見を踏まえた上
で、新たな視点についても意見交換を行いました。

第1回：「若者のみらいを考える」
5/17実施 21名参加

第2回：「産業のみらいを考える」
5/30実施 25名参加

第3回：「子育てのみらいを考える」
5/31実施 24名参加

第4回：「健幸のみらいを考える」
7/4 実施 22名参加

第5回：「見附のみらいを考える」
7/5 実施 17名参加

個人 地域・企業
見附の
未来

行政

第1～4回は希望制（手上げ方式）でテーマごとに対象年齢を設定して実施し、
第5回は無作為抽出によって、普段参加しづらい市民の声を聞くことができました。
2つの方法を組み合わせることで、多様な立場の市民意見を集める工夫を行いました。
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第1回 「若者のみらいを考える」①
●開催日：令和7年5月17日（土）10時～12時
● 参加者：21名（10～20代） （年代別に4グループで構成）
● ワークショップの流れ（１～4回共通）
・前半は見附の現状を共有し、満足度や影響力の「ある点」と「少ない点」について意見を出
し合い、模造紙にまとめた。

・後半は未来に向けて魅力をどう高めていくか、「誰が・何をするのか」を話し合った。

前半の各班意見（見附の現状）【抜粋】
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第1回 「若者のみらいを考える」②
前半の各班意見（見附の現状）【抜粋】
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後半の各班意見（見附の未来に向けて誰が何をできるのか）

第1回 「若者のみらいを考える」③

就職・進路について ・塾・先輩からの情報収集
・就職は県内で行い、見附に住みたい

・県内や、見附に残ってもらうために通学補助
制度を検討してほしい

居場所について ・SNSで市内の美味しいもの（魅力的な情
報）を発信したい ・地域でフェスを実施できないか ・行政からもSNSを活用した情報配信で出

会いの場にもつながるのではないか

学習場所の充実 ・どんな学習環境が欲しいのか友人とアイデア
出しを行う

・（地域を学校に置き換え）⾧期休み中の
図書室の開放 ・新しく学習のできる施設を作ってほしい

魅力的なイベントが
少ない

・自分たちで計画して地域を巻き込んで実施
ができないか。企画できる場を作る
・中学校同士で連携したイベントの実施

・大型商業施設が無いことに対し、商店街を
モール化できないか

地域・学校による学
びの質の差

・生徒へのアンケート実施
・教師を集めて、分かりやすい授業の進め方
を話し合ってほしい
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第2回 「産業のみらいを考える」①
●開催日：令和7年5月30日（金）19時～21時
● 参加者：25名（30～60代） （年代別に5グループで構成）

前半の各班意見（見附の現状）【抜粋】
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第2回 「産業のみらいを考える」②
前半の各班意見（見附の現状）【抜粋】
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第2回 「産業のみらいを考える」③
後半の各班意見（見附の未来に向けて誰が何をできるのか）

商店街の活性化
（場づくり、コミュニ
ティの拠点として）

・たくさん通うこと
（商業目的以外にも交通量を増やす）
・商店街を歩くことで運動にもつながる

・BGMの工夫
・学校を巻き込み商店街のBGMを放送部な
どが担う

スタートアップ支援に
ついて

・起業を考えている人に紹介
・起業したお店へ通う
・積極的に人と人が協力する

・相談場所の設置（気楽に起業について相
談できる場所を行政以外で開催）

・セミナー後のフォローアップの充実
・皆が繋がって応援できる体制

アピール、繋がり
（農業、産業すべて
の分野で）

・見附にこだわった買い物、体験を行う

・地域・企業間のつながりを強化
（健幸のまちを軸に会社対抗ウォーキング
キャンペーンの実施など）
・楽しみながら健康になる視点は新たな産業
の繋がりを生むのではないか

・繋がりを活かし、対外的な発信や広告の強
化

関係人口の増加
・推しのTikTokの影響力強く、旅行の動機
になる
・SNSなど様々な媒体で魅力を発信する

・企業は個人のSNS配信を禁止しないでほし
い
・地域も撮影、配信者に寛容になってほしい

・個人、企業の取り組みを推進、宣伝
・バーチャルオフィス設置の支援

農業活性化 ・地産地消
・生産者もアピールが必要

・飲食店などでの見附産農産物の活用・加
工

・個人・企業の取り組みの情報発信
・担い手、休耕田活用などのマッチング
・情報発信の充実化（いろんな面で）
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第3回 「子育てのみらいを考える」①
●開催日：令和7年5月31日（土）10時～12時
● 参加者：24名（20～50代） （年代別に5グループで構成）

前半の各班意見（見附の現状）【抜粋】
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第3回 「子育てのみらいを考える」②
前半の各班意見（見附の現状）【抜粋】
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第3回 「子育てのみらいを考える」③
後半の各班意見（見附の未来に向けて誰が何をできるのか）

住みやすさの対外発
信

・見附のインスタなどフォローしていきたい
・自分もSNSにアップしたい ・SNS配信でクーポン（サービス）の提供

・個人・企業の取り組み支援
・ネットイベント、見附が拡散されるようなイベ
ント

こどもの数を増やした
い

・両親が仲良く
・コミュニケーションの場への参加
・情報を自分が取りに行く

・コミュニケーションの場を作る（定期開催）
・在宅業務の支援（父親が家にいる環境）

・究極のベットタウン化
・産婦人科の設置

こどもの移動支援

・保護者同士で休みを調整し送迎のフォロー
を行う
・実際に休日など輪番で行っているが調整が
難しい（事故時の責任も課題）

・送迎時などに対応したに30分単位での時
間休取得
・こどもに優しい企業としてPR

・コミュニティワゴンの柔軟な運行

学校ボランティアの地
域差

・ボランティア増えることで先生の負担軽減、
地域も元気になる
・高齢者も積極的に参加

・企業、地域コミュニティへも依頼し全体で関
わってもらう

・学区ごとではなく全市で呼びかける仕組み
を作ってほしい。特に１回目の呼びかけは個
人や企業では難しい

こども達との関り ・こどもへの積極的な声掛け（現状では不審
者扱いされてしまう）

・顔の見える関係を構築するため、コミュニティ
活動への積極的な参加
・こどもの悩みが相談できる地域との関係性

・不登校の保護者たちのネットワーク、ミー
ティングの場の情報発信（団体はNPO化）
・受け入れやすい環境を作ってほしい
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第4回 「健幸のみらいを考える」①
●開催日：令和7年7月4日（金）19時～21時
● 参加者：22名（50～80代） （年代別に5グループで構成）

前半の各班意見（見附の現状）
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第4回 「健幸のみらいを考える」②
前半の各班意見（見附の現状）【抜粋】
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第4回 「健幸のみらいを考える」③
後半の各班意見（見附の未来に向けて誰が何をできるのか）

自然を活かした定住
促進

・文化施設、公園や身の回りの自然をもっと
SNSを活用し発信する。

・コロナ禍以降衰退した地域間の交流の復
興
・昭和レトロの商店街の活用、工業団地の
再評価を市内外へ発信
・地場産業（ニット、繊維、農業）の紹介

・市民との更なる連携強化
・公民館職員が減少したが、地域との繋がり
は途絶えさせないでほしい

地域コミュニティ ・コミュニティへの参加を若い人にも呼び掛ける

・見附の良さをアピールする（燕、三条のよう
に）
・見附ニットは五泉にも負けているので何か中
心になるものを作ってほしい。
・CMの作成

・自分たちの世代は既にネット中心のため、情
報配信のデジタル化を更に進めてほしい

地域コミュニティ ・自分でできる小さなことから協力し、地域を
盛り上げていく

・工業団地の企業活動内容を市民にPRす
る（見学会の実施など）
・地域イベント（クリーン作戦）への参加

・コミュニティ運営への更なる理解と支援サ
ポート（経費部分含め）

人と地域の繋がり
活性化

・自分からの挨拶、勇気を持つ
・隣近所への関心、顔が見える関係の構築

・地域行事への参加
（スポンサー的位置づけ）
・集まれる場所の提供

・IT化はあまり拙速に進めないでほしい
・回覧板文化も重要
・サロンには女性が多く、男性が参加しやすく
なるシステムもあってもよいのでは

人の輪、地域の輪

（交流を広げていくために）
・自分ができる足元からの行動を行う
・家から一歩飛び出してみる
・ボランティアへの参加

・中部産業団地は大きな魅力
・働く場所があることで経済が動く

・コミュニティにも差ができているため調整が必
要
・学校との連携も積極的にしてほしい
・三条市のようなアピールを
・企業見学会の実施
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第5回 「見附のみらいを考える」①
●開催日：令和7年7月5日（土）10時～12時
● 参加者：17名（30～70代） （年代別に5グループで構成）
●ワークショップの流れ（総括会として実施）
これまでの1～4回の懇談会意見を確認したうえで、新たな課題出し、
未来に向けての役割を確認

各班意見【抜粋】
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第5回 「見附のみらいを考える」②
各班意見【抜粋】
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参加者の声（アンケートより）
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第1回 「若者のみらいを考える」
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第1回 「若者のみらいを考える」
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第2回 「産業のみらいを考える」
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第2回 「産業のみらいを考える」
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第3回 「子育てのみらいを考える」
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第3回 「子育てのみらいを考える」
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第3回 「子育てのみらいを考える」
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第4回 「健幸のみらいを考える」
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第5回 「見附のみらいを考える」
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